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平成２６年度第５回 読書のまち八王子推進連絡会議 会議録 

 

 

日時   平成２７年１月２７日（火） 午後６時００分～７時００分 

 

場所   八王子市中央図書館 ３階  会議室 

 

議題   （１）「第３次読書のまち八王子推進計画」のパブリックコメント実施状況

について 

     （２）図書館まつりについて 

     （３）読書感想文・感想画コンクルールについて 

     （４）読書のまち八王子推進連絡会議設置要綱の改正について 

 

その他 

 

出席者氏名 

委 員 三浦 眞一   小平 有紀   三塚 久美子  中村 和也 

   内沼 愛子   山﨑 久道   児玉 和恵   志田原 節子 

  豊田 亘男   三上 浩一   平塚 裕之 

欠席委員 鈴木 康弘   吉澤  淳   斎藤 和巳   田中  勉 

     細井 東 

 ※過半数以上の出席があるため、有効に成立。 

 

事務局  豊田図書館部長、中村中央図書館長、青木生涯学習センター図書館長 

 村田南大沢図書館長、福島川口図書館長 

     中央図書館：一杉主査 

     川口図書館：嶋崎主査 藤本主査 

   南大沢図書館：新井主査 安齊主査 

 

傍聴人  ４ 人 

 

会議録署名委員 中村 和也 
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 【議事概要】 

  議題（１）「第３次読書のまち八王子推進計画」（素案）のパブリックコメント実施

状況について 

《事務局より報告》 

 寄せられた意見 ９０名 １４１件 

    １．学校図書館司書の配置（同様な意見７９件） 

    ２．学校図書館サポーターの名称変更（同様な意見６件） 

    ３．図書館主催の企画事業（同様な意見７件） 

    ４．図書館の増設（同様な意見５件） 

    ５．地区図書室の分室化の推進（同様な意見４件） 

    ６．図書館利用における駐車料金の無料化（同様な意見４件） 

    ７．地区図書室の充実（同様な意見２件） 

    ８．図書資料の整備（同様な意見２件） 

    ９．移動図書館の復活（同様な意見２件） 

    １０．その他の意見 

   について説明 

 

   《委員の質問》 

    ①多岐にわたる意見が寄せられ結構なことだと思います。中でも学校に関する

意見が多く寄せられている。この中の学校司書で「専門・専任・正規の司書」

とあるが、学校司書の身分についてまで必ずこうでなければいけないという

意見なのか、学校司書としての役割が果たせればいいという意見なのか。 

    ②「学校司書」という資格があるのか。 

    ③地区図書室の充実について、住民協に委託をしているが、図書館のかかわり

について、もっと指導や支援が必要等の意見はなかったのか。 

    ④大学図書館についても意見があるが、大学図書館に流行りの本を借りに来る

わけではなく、薬科大ならば薬学書が豊富にあるなど、専門的な調べものに

ついては非常に役立つ。各大学の蔵書の特色などを周知しては。 

    ⑤高齢化が進む中、老人ホームなどへの対応は。 

    ⑥移動図書館の復活について、何故、廃止になったのか。 

 

   《事務局からの回答》 

    ①意見の中を見ると、司書資格を持っている、常時学校図書館に居る、身分が

安定している人を１校に１名配置してほしいという意見が多くありました。 

    ②「学校司書」としての資格はない。「図書館司書」か「司書教諭」の資格を

持っている者を学校司書と表記しています。 
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    ③そこまで深い意見はありませんでしたが、第３次計画では物流の強化や研修

の充実、システム導入などの後方支援の強化を行います。 

    ④大学図書館については第三次計画で周知・ＰＲの強化を掲げているので、５

年間の中で実施します。 

    ⑤市内の養護老人ホーム５箇所のうち３箇所に出張図書館として３か月に１

度、訪問しています。 

    ⑥移動図書館に使用していた車両が、東京都の環境条例による排気ガス規制の

基準をクリアー出来なくなったことから廃止となりました。 

 

   《委員からの意見》 

    ①学校図書館司書にあたる仕事をする人が必要なのか、正規の身分の司書が必

要なのか、非常に重要なことだと思う。人事的な問題にもなり簡単に事業計

画として取り組めないと思われる。学校図書館法の改正で学校図書館に司書

を置くことが努力目標になっているので、その目標を達成することがポイン

トなのか正規職員の司書を置くことがポイントなのかハッキリさせておか

ないとこの先一歩も進めなくなる恐れがある。 

    ②名称の変更を前にされたと思いますが、分かりやすい、統一した名称を付け

てほしい。 

    ③図書館を利用していない人からすると、何も恩恵を受けてないと思っている。

図書館増設よりも、そういった方にも図書館に来なくても恩恵が受けられる

ような仕組み作りが必要。 

 

  議題（２）図書館まつりについて 

《事務局より報告》 

    平成２６年１０月３１日から１１月１６日に行われた図書館まつりの実施結

果について 

    ①図書・雑誌のリサイクル 

     （期間中に中央図書館・南大沢図書館・川口図書館で２０，０７０冊を無料

配布） 

    ②市史編さん室専門管理官の佐藤広さんによる講演 

     （１０月３１日 中央図書館 視聴覚ホール） 

    ③秋の朗読会 

     （１１月１日 中央図書館 視聴覚ホール） 

    ④楽しい図書館いろいろ体験 

    （１１月１５日・１６日 中央図書館 ３階） 

   昨年を上回る約３，０００人の来館者を迎え、盛況に行われました。 
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   《委員の質問》 

    ①来館者が増え得た理由について何か特別なことを行ったのか。 

 

   《事務局からの回答》 

    ①いちょうまつりと同日に行ったことにより、人出が多かったことと、図書館

入口での呼び込みを行ったことや、実行委員会を立ち上げ、ボランティア団

体全員で取り組めたことが要因だと認識しています。 

 

  議題（３）読書感想文・感想画コンクルールについて 

《事務局より報告》 

     今年度も東京八王子西ロータリークラブとの共催で両コンクールとも、平成

２６年８月２７日から９月３０日の募集期間で、読書感想画が９８８作品、読

書感想文が３，４０６作品の応募がありました。応募作品が昨年を大きう上回

った要因として、小中校長会へのＰＲや直接各学校へのＰＲを行ったことが要

因ではないかと認識しています。選考の結果、読書感想画は市長賞３名、教育

長賞３名、会長賞３名、優秀賞６名・入選１５名が決まり、読書感想文は市長

賞３名、教育長賞３名、会長賞３名、優秀賞６名・入選１７名が決まりました。

表彰式は平成２７年２月７日の午後２時より八王子市学園都市センターイベ

ントホールで開催します。また、上位入賞者の中学生を対象に台湾高雄市へ派

遣する予定です。 

     

   《委員からの意見》 

    ①今年も審査員を務めさせていただいたが、全体にレベルが上がっている。今

回の感想文には自身と照らし合わせてた作品があり、本を読むことによって

単に読書好きになるだけではなく、人生についてより深く考える契機になる

ような役割を果たすコンクールに育てて欲しいと思います。 

 

  議題（４）読書のまち八王子推進連絡会議設置要綱の改正について 

《事務局より報告》 

     市の内部で付属機関についての整理を行うこととなり、条例設置するものを

審議会とし、それ以外の付属機関を懇談会等となります。それに伴い本会議も

懇談会等の位置付けとなり、要綱の改正を行います。 

     

   《委員からの意見・質問》 

     特になし 
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  その他 

《事務局より報告》 

  ３カ月に１度、図書館情報紙「らいぶらりぃ」を発行しています。ちょうど

今日が中央図書館の３０周年にあたり、３０周年の特集号となっていまますの

で、是非ご覧ください。 

 

   《委員からの報告》 

 ①中央大学と J:COM 八王子の共同により「地の回廊」という番組があり、情報

貧国ニッポンと題して話しています。中央大学のホームページからも見るこ

とができるので、ご参考になればと思います。 

 ②文庫連が今年４０周年になり、冊子を作成しましたのでご覧になってくださ

い。 

 

 

 

次回会議は平成２７年４月２１日（火）、１８時から 

八王子市中央図書館 ３階  会議室 

   で行う予定とします。 

 


